
【コース２】視察施設の概要

ふくしま海洋科学館 しながわ水族館

施 設 の 概 要 ・敷地面積 28,506㎡
・延床面積 14,681㎡ ・延床面積 3,694㎡
（うち水生生物保全センター：966㎡）
・開 館 平成12年７月15日 ・開 館 平成３年10月19日
・開館時間 午前９時00分～午後５時30分 ・開館時間 午前10時～午後５時

（３月21日～11月30日）
午前９時00分～午後５時
（12月１日～３月20日）

・入館料 ・入館料
大 人 小～高校生 大人 小中学生 幼児

(４才以上)
1,600円 800円 1,100円 600円 300円

20名以上の団体 1,300円 650円 20名以上の団体 20％引き
年間パスポート 3,800円 1,900円 年間パスポート なし

・主な施設 ・主な施設
約１５６億円 約３２億円総工事費 総工事費

展示水槽 63水槽 展示水槽
メイン水槽： 黒潮・親潮大水槽」 トンネル水槽(水量：500トン)「

(水量：2,050トン) シャークホール(水量：130トン)
イルカ・アシカスタジアム

(水量：500トン)
ジオラマ水槽 等

各コーナー 各コーナー
海・生命の進化， 東京湾に注ぐ川，東京湾の干潟と
ふくしまの川と沿岸， 荒磯，ペンギンランド，
北の海の海獣，熱帯アジアの水辺， カメら君の海中散歩，
オセアニック・ガレリア クイズコーナー，ふれあい水槽，
（海の博物館・海の科学館） 珍しい魚たち，世界の大河から，
サンゴ礁の海，ふくしまの海， 海の楽園，ゴマフアザラシ
タッチンブプール タッチプール 等
駐車場 589台
ミュージアムショップ，レストラン ※本水族館は「しながわ区民公園」内
水生生物保全センター に立地している。

「しながわ区民公園」の主な施設
， ， ， ，レストラン 売店 野球場 プール

テニスコート，キャンプ場 等

収 支 状 況 ・年間約 （県は補助金とし ・ （H14）１０億円の赤字 約１億３千万円の黒字
（ ）て補填） 収益は区と会社で協定に基づき分配

入場者数の推移 13年度 986,187人 13年度 693,492人
14年度 859,117人 14年度 669,000人
15年度 757,444人

管理運営の形態 ・管理受託者 ・管理受託者
財団法人ふくしま海洋科学館 （株）サンシャインシティが経営し，

（株）サンシャインエンタプライズに
管理を委託

・職員数 80名 ・職員数 25名
正規職員 42名 正規職員 17名
契約職員 35名（３～５年契約） 契約職員 ８名
パート職員 ３名

展 示 生 物 ・総数 1,345種 75,740点 ・総数 477種 6,540点
哺乳類 ５種 20点 哺乳類 ５種 13点
鳥 類 ５種 20点 鳥 類 ３種 17点
爬虫類 20種 200点 爬虫類 ４種 ９点
両生類 15種 500点 魚 類 359種 3,548点
魚 類 500種 40,000点 無脊椎 106種 2,953点
無脊椎 300種 15,000点
植 物 500種 20,000点
（ ）水生生物保全センターを含む



ふくしま海洋科学館 しながわ水族館

社 会 教 育 事 業 ・海の生物に親しみ，自然の事象について ・古くから海や川に関わりをもつ品川の

興味，関心を高めることを目的に各種ス 地域について学習できる展示を行って

クールを開催している。 いる。

（土曜教室，親子で釣り体験，密着飼育 ・区とタイアップし，区内小学生を年

体験，宿泊スクール等） １回招待している。

・学校及び社会教育施設との連携を図りな ・休館日を利用し障害を持った方に利用

がら，海の生物，海洋文化・科学に関す してもらっている。

る学習支援事業の推進を行っている。

（教職員に対するセミナー，館外事業，

教材等の貸し出し等）

そ の 他 ・本施設は，子どもから大人まで多くの人 ・建設業者の選定は，規模や区民のアイ

々が，海の生物や環境について楽しみな ディアを盛り込む等の条件付きコンペ

がら学び考え，交流することできる施設 で実施された。

として整備された。 ・イルカショー，タッチプール，シャー

・ 海を通して『人と地球の未来』を考え クホールが特に人気である。「

る という基本理念のもとに 水族館 ・職員が企画するイベント，特別展示の」 ，「 」

を中核として「海洋科学館」の機能を併 開催で集客に努めている。

せ持った新しいタイプの「海洋科学館」 ・小中学校の職場訪問の受け入れを行っ

を目指している。 ている。

・敷地内に設置されている「水生生物保全

センター」では，飼育実験，繁殖実験，

新しい展示方法の開発等を実施してお

り，バックヤード機能も果たしている。

・学校関連での利用については，全国の学

校を対象とし，全て無料である。

・県の教職員（４名）が館に在籍し，学習

指導を行っている。

・管理運営している本財団は，福島県教育

庁所管である。

留 意 点 ・ボランティアは約200名登録しており， ・館自体の面積が小さいため，バックヤ

案内や各コーナーの解説に従事してい ードが狭く作業に苦慮している。

る。 ・雨天時に団体客が集合する場所や弁当

・総合学習の時間等での小中学校の利用を を食べる場所がない。

促進するため，教員の協力を得て 「学 ・海水は，トレーラーによる陸送と運河，

習指導の手引き」を作成している。 の水をろ過し、塩分を加えたものを使

・海水は，約４ｋｍ先から採取しており， 用している。

送水施設をあわせ，整備費は約12億円で ・ボランティアは導入していない。

ある。


